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はじめに 

～「北陸におけるＳＤＧｓ達成に向けたＥＳＤプログラム開発」～ 

2020年は、コロナ禍により世界は新たな課題に直面し、現在なお沈静化に向けて試行錯

誤が続いています。これまで「あたりまえ」「常識」と考えていたことが出来なくなり、正

解のない世の中へ一気に加速することとなりました。この状況に対して、私たちは迷いな

がらも力を合わせ、立ち向かいつつありますが、まだその力は十分であるとは言えません。 

丁度2020年4月から、小学校では新学習指導要領が全面施行されています。その教科書で

は、2015年に国連で採択された世界の目標である「持続可能な開発目標（SDGs）」やそのた

めの人づくりを担う「持続可能な開発のための教育（ESD）」について記載されています。 

しかしながら、SDGs に関する理解、SDGs と ESD の関係等については、必ずしも多くの学校

の先生方が熟知している状況にはありません。また、コロナ禍のため学校及び ESD の推進

する関係者は孤立しがちになっています。 

 石川県ユネスコ協会は、大学コンソーシアム石川がこれまで実施してきた地球環境基金

助成事業を引継ぎ、平成31（令和元）年度より「北陸における SDGs 達成に向けた ESD プロ

グラム開発」事業を実施しています。これまで北陸 ESD 推進コンソーシアムとの連携の下、

環境省及び文科省が推進する ESD 推進ネットワークの地域 ESD 推進拠点として、SDGs の

達成に向けた ESD 活動に取り組んできたことをさらに一歩進めたわけです。 

コロナ禍以降の正解のない世界の課題を解決せねばならない子どもたちの教育として、

この SDGs 達成に向けた ESD 教育がその打破の重要な役割を担っています。 

この「北陸における SDGs 達成に向けた ESD プログラム開発」事業の目的は、北陸（特に

学校）において SDGs 達成に貢献する ESD が着実に実施されることと、北陸の SDGs･ESD 実践

団体が情報、経験を共有するプラットフォームが形成・機能されることです。 

そのため、次の４つのことを行っています。 

① 北陸版SDGsガイドブックを作成し、SDGs･ESD教育を開発普及しています。

② モデル校を選定しSDGs達成に向けたESDプログラムを開発し普及の研修を行っています。

③ SDGs・ESD普及セミナーを開催しています。

④ 北陸におけるSDGs・ESD推進のためのプラットフォーム構築のために連絡協議会を設置・

開催しています。

この報告書では、今年度実施した以下の 3 件のモデルプロジェクトの成果を取りま

とめています。 

・富山市立堀川小学校におけるモデルプロジェクト

・金沢市立花園小学校におけるモデルプロジェクト

・勝山市のモデルプロジェクト

本報告書が今後の北陸をはじめとする我が国におけるSDGs達成に向けたＥＳＤ教育

の推進に資することを願うものです。 

令和３年３月 

石川県ユネスコ協会 理事 

今 井 和 愛 
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令和２年度 地球環境基金助成事業の活動(概要)報告 

－ 北陸におけるＳＤＧｓ達成に向けたＥＳＤプログラム開発 － 

令和３年３月 

１．  プロジェクトの概要と結果 

(1) SDGs・ESD 推進検討委員会の設置

事業プロジェクトチーム内に北陸 ESD 推進コンソーシアムのコアメンバーを中心と

した検討委員会を設置し、オンラインで SDGs・ESD 推進検討のための会合を開催した。

この結果、毎回各県の推進状況が確認でき、情報を共有し３県ごとに担当チームで支

援できるようになった。 

 5 月19 日（12 名） オンライン（会合の全てはオンライン）〔今年度事業の概

要・課題、事務局体制等〕 

 6 月12 日（12 名） 〔年間計画、北陸の SDGs 達成のための ESD 教育推進のた

めの課題等〕 

 7 月26 日（10 名） 〔北陸版 SDGs・ESD 実践ガイドブックの活用、SDGs・ESD

促進の状況等〕 

 10 月15 日（12 名） 〔勝山市と福井大学が連携した研修会、北陸ユネスコス

クール交流会の開催等〕

 11 月25 日（12 名） 〔勝山市での研修会報告、北陸ユネスコスクール交流会

の開催内容等〕 

 12 月21 日（12 名） 〔交流会の総括、今年度の北陸 ESD 推進コンソーシアム

の事業の総括等〕 

 1 月21 日（12 名） 〔北陸 ESD 推進コンソーシアムの事業報告書の内容等〕

 2 月16 日（12 名） 〔来年度事業の企画案等〕

(2) 北陸版 SDGs ガイドの開発・普及

北陸（石川県、富山県、福井県）では SDGs について十分に理解できていない人が

多いため、まず SDGs とは何か、北陸ではどのような取り組みを進めるべきかを示す

学校教員、社会教育関係者向けの北陸版 SDGs ガイドを開発、普及することとし

た。北陸版 SDGs  ガイドの開発はプロジェクトチームの検討委員会が実施した。併

せて、SDGS・ESD 活動を実施しているステークホルダーの連携を作り、SDGS・ESD 活

動の推進を図る地域ユネスコ活動の広報・普及も図ることにした。 

令和元年度に『北陸版  SDGs・ESD 実践ガイドブック』を開発・作成し、本年度は

増刷し、北陸のユネスコスクール、民間ユネスコ協会、教育委員会等の  SDGS・ESD 

推進ステークホルダーに配布した。 また、改訂版の作成準備・フィードバックのため

に、アンケート調査を行い、さらに  SDGs 学習会を金沢で開催した(11/29)。

併せて、北陸の学校等でガイドブックを活用した  SDGs ･ ESD  研修を実施した。

(勝山市立の小中学校、富山市教育委員会・富山市立堀川小学校・楡原小学校、金沢市 

教育委員会などで) 

(3) SDGs 達成に向けた ESD プログラムの開発・普及

学校において SDGs を念頭に置いた ESD プログラムを実施できるよう、学校現場と

連携し、モデル校において SDGs・ESD プログラムを開発、実践する。 

 本年度は、富山市立堀川小学校、金沢市立花園小学校、勝山市地域の小学校・中学校でモデル授

業を実施し、プログラム開発を行った。 

(4) SDGs・ESD 普及セミナー

SDGs に関する啓発・普及するため、SDGs・ESD プログラムの開発実施状況の報告を

行う。 

本年度は、次のセミナーを行った。 
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 石川：12 月 13 日北陸ユネスコスクール交流会 (WEB) 出席者：27 名

〈内容のメインの実践事例発表〉

① 金沢市立兼六小学校 田中 哲也 教諭    

 「地域の SD の課題を軸に SDGｓ・ESD の価値に迫る！」 

② 富山市立堀川小学校 宮前 壯章 教諭 

「主体的に社会的事象の意味を考え、社会認識を深めていく子ども 

～社会科・総合的な学習の時間「富山型デイサービス」の実践から～」 

③ 富山大学人間発達科学部附属小学校 鼎 裕憲 教諭 

「SDGｓを意識したプログラミング学習の実践～富山市の未来の公 

共交通を考えよう～」 

④ 福井県勝山市教育委員会  教育総務課 安居 幸恵 指導主事

 「勝山市の ESD」 

 福井：11 月 19 日勝山市立勝山南部中学校 (対面公開研修会)

 富山:２ 月 19 日に教員向け研修会 (ESD 講座委員会 WEB)

(5) 北陸における SDGs・ESD 推進のためのプラットフォーム構築

SDGs・ESD に関する活動を共有し、協働活動を促進するため、北陸 3 県の主要な 

関係者からなる協議会を設置・開催する。それにより SDGs・ESD 活動を実施してい

るステークホルダーの連携を強化し、地域ユネスコ活動のより広範な広報・普及を

図る。昨年度はプラットフォーム会議会議として北陸 SDGｓ・ESD 推進連絡協議会を

12月に１回しかできなかった。 

 本年度は、９月末に大学・行政・NPO・民間ユネスコ協会等の主要な SDGs・ESD 推進関係者

２９ 名 を委員に委嘱し、協議会を設置し、２回開催した。 

 10 月 26 日第 １  回北陸SDGs・ESD推進連絡協議会 (18 名出席)

 １ 月 25 日第 ２  回北陸SDGs・ESD推進連絡協議会 (18 名出席)

２．今年度の成果 
今年度は、コロナ禍にあって対面する研修会の開催が難しい状況、授業時数の確

保、教員の働き方改革などの影響で、教育委員会等と連携した大規模・中規模の研

修会や校内研修会を開催することが、極めて難しい状況であった。そのため、SDGs 

達成に向けた ESD 授業を実践している北陸のユネスコスクールの実態が正確には把

握できなかった。 

その中でカリキュラム・マネジメントが危機的情況にありながら、９月以降 SDGs 

達成に向けた ESD の授業実践を支援できたことが大きかった。勝山市の村岡小学校

や勝山南部中学校、あるいは金沢市立花園小学校や富山市立堀川小学校などのよう

に、学校が当初のカリキュラムを破棄し、教育計画を作り直し実施するという過程

で、児童生徒の声や意見を取り入れたり、地域住民や協力団体の協力を強化したり、

教育内容の再構成、オンライン授業の導入を進めたりと、ポストコロナにも生かせ

る新たな教育の創意工夫を進めることに寄与できた。 

また、11月の勝山市立勝山南部中学校での対面公開研修会やオンラインでの北陸

ユネスコスクール交流会やなどでの普及セミナーによって、孤立傾向の学校が交流

によって相互に刺激しあい、SDGs 達成のために ESD を推進しようとする意気込みを

得たようであった。さらに、北陸の29 団体が参加した北陸 ESD 推進連絡協議会を

設置し、２回開催され、情報や経験を共有し連携することが出来た。孤立化の傾向

の中では、学校等が質の高い教育実践を行いながらも、その実践が SDGｓの達成や

ESD の視点から見て大きな価値を有していることの認識が弱いが、交流会やセミナ

ーによって、SDGｓや ESD について理解するだけでなく、自校や自身の教育実践が、

SDGｓや ESD の視点から見て価値を有していることを具体的に認識し、視点を広げ

ていくことが出来た。SDGs の達成という観点に立った人材育成に有効であり重要で

あることを示した。今後、オンラインによる研修会や少人数での説明会、指導機会

を頻繁に設定することが有効であることが分かった。
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主体的に社会的事象の意味を考え、社会認識を深めていく子ども 
—第４学年 社会科・総合的な学習の時間「富山型デイサービス」の実践から— 

 

富山市立堀川小学校 教諭  宮前 壯章 

はじめに 

  本校は、教育目標「くらしをみつめ追究する子ども」を掲げ、子どもたちが生きる

全てのくらしの中で、自己をみつめ、子ども自身が自らのくらしづくりを行い、個の

自立と協働をはかっている。これらはＥＳＤの考え方と学校の教育経営との相互関

係にあると考える。つまり、本校では、子どもが様々な事象や環境を契機に人として

の生きる構えを学ぶことを願っており、これらはＥＳＤの理念と繋がっていると考

える。 

  タイトルの「社会的事象の意味を考える」とは子どもが社会的事象の特色や意味を

見直したり、社会的事象に携わる人々の働きを自分の生活との関わりで考えたり、社

会的事象がもつ問題や価値を見いだし、これからの自分や社会の在り方をみつめた

りする姿のことである。「社会的認識を深める」とは、広い視野から多面的・多角的

に社会的事象の意味を繰り返し考えたり、表現したりしていくことで、子どもの内に

深まる社会生活への理解とともに、自分たちにできることを考えたり、自分も社会の

一員として関心をもち続けていくことへの意識を醸成したりするなどの態度が育ま

れていく姿のことである。本実践では、子どもが主体的に社会的事象に何度も関わっ

て社会的事象の意味を考え、社会認識を深めていく子どもの育成をねらい、学習を行

った。 

本校では、「ひとり学習」と「集団過程」によって授業を構成している。「ひとり学

習」では、例えば本単元「富山型デイサービス」について、自分の着眼点を契機に、

自らの問題を見付け、調べることで、対象への見方や考え方を広げ深めていく。「集

団過程」では、「ひとり学習」で獲得した知識やそれを基にした考えを互いに聞き合

うことで、更に自分の考えを吟味したり、検討したりしていく。本実践では、６月 23

日に単元と出会った。子どもたちは一人一人が見方・考え方を働かせながら、対象と

向き合い、ひとり学習を行っていった。この「ひとり学習」が子どもたちの追究の基

盤であり、対象と向き合い続けていく。その中で「集団過程」を設定し、仲間の見方

や考え方を契機に、子ども一人一人が自分らしい「ひとり学習」を充実させていくの

である。「ひとり学習」と「集団過程」を繰り返しながら、主体的に社会的事象の意

味を考え、社会認識を深めていく子どもの姿をＡさんの歩みから捉えていく。 

 

Ａさんの歩み  

 (1) 見聞きしたことがある「デイサービス」という言葉が気になり、「富山型」

との違いを調べる 

学習は、単元名「富山型デイサービス」と併せて、富山型デイサービスの定義

である「赤ちゃんからお年寄りまで、障害のある人もない人も、誰もが一緒に身近

な地域でデイサービスを受けられる場所」という言葉を子どもたちに投げかけた。 

Ａさんは、学習が始まると、祖母のことを思い出し、「デイサービス」という言

葉から、どのようなことをしている場所なのかが気になり出し、次のように発言

した。 
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単元提示（６月 23 日）授業記録 

Ａ  おばあちゃんが老人ホームに行ってた時に、何かデイサービスってよく聞い

てたから、デイサービスって何だろうって思ったから、この学習で調べてみたい

なって思った。 

Ｔ  おばあちゃん、老人ホームに行かれているのだよね。この間でくらしの時間

で。 

Ａ 何かいろんなところ行ってるから、最初ら辺の時に、その老人ホームのカレン

ダーに、デイサービスで何日何々しますって書いてあったから、その時何する

のか分かんなかったから、調べてみたいなって。 

学習を契機に自分の祖母がデイサービスとどのような関わりをもっていたのか

を思い起こし、どのような場所なのか探ろうとしている様子がうかがえる。 

Ａさんは、授業後のワークシートにも次のように書き、デイサービスについて

明らかにしていこうとしている。 

６月 23 日（ワークシート） 活動日が楽しみ！！ 

 私は今日話したのと同じで、前のおばあちゃんの老人ホームでデイサービスの言

葉がポスターに書いてあったり、係の人やお母さんも言っていたりしたから、そのと

きは「デイサービスって何だろう？」と思っていて、今日の話を聞いてこの学習で調

べよう！と思うといろいろ調べたいことが浮かんできました。まず最初にデイサー

ビスが何かを調べたいから、活動日がとても楽しみです。 

  Ａさんはすぐに母親に祖母がかつてデイサービスに行っていたこと、今はもう

デイサービスには行っておらず、老人ホームに入っていることを教えてもらった。

そして、デイサービスは日帰り介護のことであることを調べ、どのような一日を

送っているのかを調べてきた。その中でもレクリエーションと言う耳慣れない言

葉に出合い、何をすることなのかを調べていく。調べ方の手引きを参考に、国語

辞典で言葉の意味を調べ、その後に関連資料を読むことで、より言葉の理解を深

め、デイサービスでの一日が具体的にイメージできるようにしようとしていくＡ

さんである。 

７月３日（ワークシート） 国語辞典で調べる！ 

私は 6 月 27 日に調べて、まだ分からないことがあって、それは「レクリエーショ

ン」の意味が分かっていなくて、休日はそのことを調べようと思いました。何で調べ

るかというと、国語辞典で調べようと思いました。あと、「デイサービス」も調べた

くて、訳は私の知っているデイサービスと違うかもしれないからです。調べるのが楽

しみです。

 デイサービスとはどのような場所なの

か、明らかにしていこうとしていく。そし

て、分からなかったことが分かってくるこ

とに楽しさを感じているＡさんであること

が分かる。 

レクリエーションの内容が分かり、デイ

サービスの一日の過ごし方が分かってくる

と、富山型デイサービスの一日を調べてい

く。二つを比較し、違いを見付けることで、

Ａさんは「富山型デイサービス」がどのよう

な場所なのかをつかもうとしていく。 

＜＜ＡＡささんんがが書書いいたた自自作作資資料料＞＞  
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７月 16 日（ワークシート） 富山型デイサービスの一日がやっと分かった！ 

 私は今日、富山型デイサービスの１日を調べました。デイサービスの１日と違っ

て、レクリエーションが２回あったり、ティータイムなどがあったりして、普通のデ

イサービスと違うところがあってびっくりしました。一番最初に気付いたことは、終

わる時間で、デイサービスは４時まで、富山型デイサービスが４時または５時と書い

てあって、富山型デイサービスとデイサービスはやっていることが違うから、終わる

時間も違うのかなと思いました。 

 １日の過ごし方に差異を見付け、デイサービスと富山型デイサービスを位置付

けようとしていく。そして、レクリエレーションの回数やティータイム、健康チ

ェックの内容等から、デイサービスを「健康のための施設」、富山型デイサービス

を「来た人を楽しませる施設」だと捉え、資料に自分の考えをまとめる。 

７月 17 日（ワークシート） 富山型デイサービスの１日はいいと思うけど、もしか

したら富山型デイサービスでも一つ一つ１日が違うかもしれない！ 

 私は富山型デイサービスの「Ｍ」の１日を調べて、調べたかったデイサービスの１

日と富山型デイサービスの１日の違いが分かって、「富山型デイサービスの１日って

いいな」と思ったけれど、もしかしたら富山型デイサービスでも１つ１つ違う１日か

もしれないと思って、今富山型デイサービスを調べていて、今のところ「Ｋ」「ＡＦ」

「Ｆ」「Ｊ」の四つが分かっていてその四つの富山型デイサービスの１日を調べてい

きたいです。もし１日が違ったら、富山型デイサービスの約束があって、約束を取り

入れてやっていると思う。 

 来た人を楽しませる施設である富山型デイサービスの一日を「いいな」と思い

始めるＡさんである。これに満足せず、他の施設も同じような一日を過ごしてい

るのかを調べることで、Ａさんは富山型デイサービスが来た人を楽しませる施設

なのか、確かにしていこうとする。 

(2) 「富山型デイサービス」＝「家」と言う視点から、どのような場所なのか

を探る

  ７月 22 日に第１回集団過程を行った。最初に発言したのはＢさんである。 

第１回集団過程（７月 22 日）授業記録 

Ｂ  だからＳＭさんが作りたかったものは、安心して

亡くなれるっていうか、私はデイサービスとか普通

の老人ホームは施設だと思ってて、でも富山型デイ

サービスは家なんじゃないかな。すごい大きい家族

みたいな感じ。ＳＭさんは安心して亡くなれる前に、

思い出を作れる場所を作りたかったんじゃないかっ

て、ＳＭさんは第２の家、安心して亡くなれる家を作ったのではないか。 

Ａさんは、授業では発言することはなかったが、Ｂさんの話から富山型デイサ

ービスがどのような場所なのか新たな視点をもつことができた。 

７月 22 日（ワークシート） 富山型デイサービスの約束は家族といるようなところ

にする？ 

 私はＢさんの話を聞いて、前までおじいちゃんやおばあちゃんがいる施設だと思

っていたけど、ＳＭさんが作りたかったものは施設ではなくて第２の家だったんじ

ゃないかなと思いました。おじいちゃんおばあちゃんは家族といるみたいにお話を

したり、遊んだりして家みたいだな思っているんじゃないのかなとも思いました。私

は家族といるような感じにするというのがＳＭさんが考えた富山型デイサービスの

大切な約束なのかなと思いました。 

Ｂさんの話から、Ａさんは、ＳＭさんが考える本当の富山型デイサービスであ

るためには、富山型デイサービス特有の約束があり、それを守る必要があるのだ

と考え始めた。そして、それを利用者が「家族」といるみたいにする「家」のよ

＜＜発発言言すするるＢＢささんん＞＞  
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うな場所にすることだと考え、その考えを確かめるために調べていく。 

以後、夏休みを経て、これまでの取組を振り返ってワークシートを書いた。Ａ

さんは、第１回集団過程でのＢさんの話から着想した「富山型デイサービス＝『家』」

であるという視点から、どのような場所であるのかを予想し、確かめていくこと

を決めて歩んでいく。 

８月 28 日（ワークシート） 富山型デイサービスの約束によって、安心して楽しい

場所になる 

 私は、今富山型デイサービスには約束があると思っています。それはどういう約束

かというと「家族といるようにする」です。なぜそう思っているかというと、７月 22

日の聞き合いでＢさんが「最初は怖い場所だと思っていたけど、調べていくと富山型

デイは楽しい場所だった」と言っていたから、楽しくてお話ができて、楽しい思い出

ができる場所は家だと思ったからです。そこで私はその約束には場所と関係してい

ると思いました。わけは住宅地にすると、家が見えて「あ、家にいるみたいだな」と

思って、安心して富山型デイサービスをもっと楽しんでくれると思うからです。だか

ら富山型デイサービスの場所を調べていきたいなと思いました。 

「家」は楽しく話ができる場所だと考え、そのために立地を住宅地にすることで、

家にいるという安心感を富山型デイサービスは出しているのだとＡさんは予想し

た。そして、いろいろな富山型デイサービスの立地を調べていく。 

９月３日に行った第２回集団過程でも次のように発言した。 

第２回集団過程（９月３日）授業記録 

Ａ   私は、さっき富山型デイサービスの約束があると考えているんだけど、ＣＤ

君の話を聞いて、家で最期を迎えたいって、私は富山型デイサービスの約束は

家にいるみたいにするってことだと思うんだけど、今の話を聞いて、家で最期

を迎えたいっていうので、何か、家みたいにすれば、家じゃなくても富山型デ

イサービスで最期を迎えたいって思う人も、思える人もいるんじゃないかな

って思ったから、そういう約束になったのかな。（中略）それで、家族といる

みたいにするっていうので……。家で最期を迎えたいって人も、富山型デイサ

ービスを家に似てるなとかって思って、安心してほしいからじゃないかなと

思います。 

ＳＭさんが富山型デイサービスを作るきっかけとなった患者さんの言葉「家で

最期を迎えたい」からも、第２の家として利用者に安心感を与える場所にしよう

としている富山型デイサービスなのだろうと、今の自分の予想が正しかったのだ

と自信を深めていく。 

(3) 「富山型デイサービス」の特性を実感を伴って理解し、「家」の捉えが変

わる 

    Ａさんが、建物としての「家」を利用者に提供

しようと するのが富山型デイサービスなのだと

いう考えを確かにしていった。そんな中、10 月 23

日、この学習が始まって初めて校区内にある富山

型デイサービス「ＡＩ」を見学する機会を得た。

子どもたちは、感染症拡大のために、学習が始ま

ってから一度も実際の富山型デイサービスの現

場を見ることができなかった。図書資料や映像資

料、身近な人へのインタビュー等で調べてきた子どもたちである。しかし、実際

に働く人や利用者の方に会って話を聞きたいと考えた子どもたちが「ＡＩ」に電

＜＜「「あありりががととううのの家家」」のの見見学学のの様様子子＞＞  
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話したところ、「感染症対策ができたから」と快く見学を引き受けてくださったの

である。その見学でＡさんは、富山型デイサービスが本当に「家」のようなのか

を確かめに行く。外観や中の様子を見たり、経営者のＳさんに「ＡＩ」ができた

経緯を質問したりするなど、どのように建てられた建物なのかを明らかにしよう

とした。しかし、見学後のワークシートには次のように書いた。 

10 月 23 日（ワークシート） 富山型デイサービスの利用者の方たちはみんな笑顔だ

から、私もお年寄りになったら富山型デイサービスに行きたい！ 

 私は今日「ＡＩ」を見に行って、利用者の方が第２の家と言っている意味が分かる

なと思いました。わけは、「ＡＩ」はもともと家で、私のイメージは普通の家だった

けど、障害のある・ない、お年寄り、子ども、大人、関係なく誰でも行ける家という

イメージに変わりました。利用者の方たちがみんな笑顔で私もお年寄りになったら、

富山型デイサービスに行きたいなと思いました。 

    Ａさんは、「ＡＩ」が元々あった空き家を改装されて作られたことを経営者のＳ

さんから聞く。予想していた富山型デイサービスは建物として「家」であること

を証明できた。実際にこの後に作る自作資料には、「ＡＩ」が本当の家から作られ

たことを書く。しかし、ワークシートのタイトルには、「富山型デイサービスの利

用者の方たちはみんな笑顔だから、私もお年寄りになったら富山型デイサービス

に行きたい！」と書き、富山型デイサービスのよさを実感した気持ちが書かれて

いる。「建物＝外観」として「家」と捉えていた富山型デイサービスが、そこで暮

らす人々のつながりを実感したのであ

る。つまり、内面としての「家」へと認識

が変わったのだと考えられる。また、学習

が始まった時に教師が行った言葉による

説明「赤ちゃんからお年寄りまで、障害の

ある人もない人も、誰もが一緒に身近な

地域でデイサービスを受けられる場所」

が、この時初めて実感を伴って理解でき

たＡさんなのである。 

    同時に、Ａさんは新たな疑問も生まれてきた。建物としての「家」であること

も分かり、集まる人々もつながりをもって暮らしていることが実感できた。では、

本当に利用者の人たちは富山型デイサービスのことを「家」と感じているのか、

集まる人のことを「家族」と感じているのかということである。まして年齢も性

別も違い、障害を抱えている人も様々な人が集まる場所である。10 月 27 日のワ

ークシートには次のように書いている。 

10 月 27 日（ワークシート） 誰もが一緒に過ごせる家をつくった惣万さんはすご

い！ 

 私は今、富山型デイサービスは普通の家でも施設でもなく、年齢や障害があるない

関係なく誰もが一緒に過ごせる家だと思います。なぜなら 10 月 19 日に富山型デイ

サービスとは何か調べた時に、「高齢者や子供、障害のある方を含め、年齢に関係な

く誰もが一緒に過ごせる富山県発祥のデイサービス」と書かれていて、利用者さんと

の間に違いはないと思ったからです。年齢や障害に関係なく受け入れて富山型デイ

サービスを作ったＳＭさんはすごいと思いました。なぜなら「私だったら年齢を関係

なくしたら、人との間に違いが生まれそう、障害をあるない関係なくしたら変に絡ま

れて困ってしまう人もいるかも」と不安になるからです。 

＜＜ＡＡささんんがが書書いいたた自自作作資資料料＞＞  
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    改めて、富山型デイサービスの特性である誰でも来てよい場所ということが気

になり出し、ＳＭさんが富山型デイサービスを作った経緯を調べたＡさんは、働

く人がどのような願いをもって「家」のような富山

型デイサービスを作り、運営しているのかが気にな

ってくるのである。見学した際に生まれた疑問に加

え、利用者も働く人も富山型デイサービスのことを

「家」と感じ、集まる人々を「家族」と感じている

のかを確かめようとしていく。 

それを解決するためには、たくさんの人の声を聞

く必要があると考えたＡさんは、調べ方の手引きを

参考にアンケートを作成し、もう一度「ＡＩ」に行

くことを自ら進んで計画する。建物としての「家」

であることだけではなく、内面としての「家」こそ

が、富山型デイサービスよさなのではないかと考え

るようになってきているのである。 

11 月 12 日（ワークシート） 富山型デイサービスをやっている人はどんな願いがあ

って利用者さんを優先した富山型デイサービスをつくったのか気になる！ 

 私は 10 月 30 日に富山型デイサービスは本当に家なのか気になったので、11 月１

日に「うちら富山型デイサービスやちゃ！」という「Ｋ」のホームページで調べまし

た。そしたら、「富山型デイサービスのほとんどが民家を改装して作った普通の家で

す。大きな病院とは違い畳があり、台所がある自分の住んでいる家と何ら変わりない

今まで馴染んでいた環境です」と書かれていたので富山型デイサービスは家だとい

うことが分かりました。そして「畳の上で死にたい」と言っていた利用者さんは富山

型デイサービスの畳の上でご家族が集まった中で亡くなったということもあったと

書いてあって、富山型デイサービスをやっている人はどういう願いがあって、利用者

さんを優先した富山型デイサービスを作ったのか気になったので調べていきたいと

思いました。 

     ワークシートからもＡさんは、自分の考えである建物としての「家」である富

山型デイサービスだという考えに確信をもっていることが分かる。それに留まら

ず、実際に望んで富山型デイサービスの畳の上で亡くなった人がいることを知り、

富山型デイサービスの人々のつながりにある内面としての「家」の在り方が気に

なり、探っていこうとしているのである。 

(4) 「富山型デイサービス」で生きる人々から、人のつながりを実感し、よさ

を感じる 

    11 月 20 日、Ａさんは「ＡＩ」に２回目の見学に行った。その際に利用者であ

る 94 歳のＨさんから「みんなに会えることが一

番楽しい。家族といるように感じる」と富山型

デイサービスへの思いを聞いたり、経営者のＳ

さんをはじめとする働く方々から「人と触れ合

えることが楽しみ」だと聞いたりすることで、

富山型デイサービスに集まる人々のつながりを

実感するのである。そしてＡさんは、富山型デ

イサービスはいいところだという思いを強めて

いく。 

＜＜ＡＡささんんがが作作っったたアアンンケケーートト＞＞  

＜＜ＨＨささんんとと話話すすＡＡささんん＞＞  
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11 月 20 日（ワークシート） 富山型デイサービスはとってもいいところ！ 

 私は利用者さんも働く方たちも皆さんと会えることが一番の楽しみだと思ってい

ることが分かりました。それで私は学校で友達と話すのは当たり前と思っていたけ

ど、とても楽しいことなんだなと思いました。Ｓさん（経営者）は利用者さんのこと

を「人生の先輩」と思っていると言っていて、Ｈさん（利用者）と話して本当に「人

生の先輩」だなと思いました。２回目だからだと思うけどやっぱり富山型デイサービ

スはいいところだなと思いました。 

    Ａさんは、学習が始まってから疑問に思うことに対し、自分なりに予想を立て、

調べていくことで、考えを確かにしてきた。その中で「ＡＩ」を訪れたことで、

実際に富山型デイサービスで働く人や利用する人に出会い、その方々一人一人に

富山型デイサービスに対する思いや願いがあることが分かった。言葉として理解

していたことが実感を伴って理解することもできた。さらに「ＡＩ」での人のつ

ながりを感じて、富山型デイサービスは自分にとっても魅力的な場所になってき

たのである。  

11 月 27 日、第４回集団過程を行った。最初に発言したのはＡさんである。 

第４回集団過程（11 月 27 日）授業記録 

Ｔ    「ＡＩ」に行ったら家族になるよって言ってたよね。Ａさんも家族だなっ

て思った？ 

Ａ  （頷く）思いました。血のつながりのない家族。 

Ｔ    血のつながりのない家族だよね。 

Ａ   えー、何て説明すればいいのかな。頭の中では考えられるけど。 

Ｔ    頭の中にはあるんだ。 

Ａ   ある。何て言うんだろうな。何か、家族みたいな、家族じゃないけど、家族

じゃない人と集まるって言うことに対しては何か、何て言うんだろう。さっ

き言ったように自然と好きなことが言えないんだけど、私が思うに、「ＡＩ」

はもともと家だから、過ごしてる間に近所の家にいるみたいな感じだから、

気軽に話ができるみたいな、そういうところみたいな。 

  Ａさんは富山型デイサービスを「自然と好きなことが言える場所」とし、集まる

人々を「血のつながりのない家族」と表現した。そして、Ａさんが利用者のＨさん

（90 代）が「ＡＩ」に来ている理由を語ったことで、「ＡＩ」に関わる人々一人一

人について考えていく契機となる。 

第４回集団過程（11 月 27 日）授業記録 

Ｔ   利用者さんって、みんなと会えたり、自然と好きなことが言えるから来られ

るんだよね。何でみんなと会いたいの？ 

Ａ  Ｈさん（利用者 90 代）たぶん奥さんと夫婦でしか住んでないんだけど、人と

たくさん会いたいってそういう感じ。もしかしたらなんだけど、いつもさみし

いって感じなのかもしれないなって思う。 

Ｔ   さみしいなって思いを抱えてる人が来れるのかな。 

・Ｂ 富山型デイに行ったら、自分と同じぐらいの年の人もいっぱいいるし、いろん

な年の人もいるから。 

Ａ 老人ホームとかだったら、おじいちゃんおばあちゃんとかしか行けないけど、や

っぱり富山型デイサービスは誰でも来ていいですよって。（中略） 

・Ａ ちっちゃい子にも会いたい。 

Ｔ   Ｙちゃん（利用者４歳）みたいな子供も来るんだよね。Ｙちゃんは……、行

きたいの？ 

・Ａ えっ、じゃあどうなんだろう。Ｙちゃんが行きたいとも言うのかな。 

・Ｃ 最初から行きたいとは思わない。 

Ｔ    最初から行きたいとは思ってなかったんか。 

― 9―
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・Ｂ お母さんたちが、いろんな人と関わった方がいいだろうって言って、入ってみ

たら… 

・Ａ だから、Ｙちゃんだけで来ているのかもしれない。（中略） 

・Ｂ １回目に行ったときに男の子の中学生と女の子の中学生が一人ずつ来ていた。

塗り絵してた。 

Ｃ   寝ているおばあちゃんいたね。 

Ｔ   寝ている人。 

・Ａ ベッドの近くでは静かにしてくださいって……。 

・Ｂ お昼寝中だったのかな。（中略） 

Ｂ  核家族化？お父さん、お母さん、子供、おじいちゃん、おばあちゃん……、１、

２、３、４、５人、６人で住んでたのが、お父さんお母さん子供と、おじいち

ゃんおばあちゃんが別々に住むようになった。 

Ｔ   核家族化。そういう人たちは、いろんな人に会いたいの？ 

・Ａ お世話しきれないから。（中略） 

Ｂ  病気の人、Ｈさん（利用者 90 代）、奥さんの方、病気もってるらしい。だから、

病院に通いながら富山型デイサービスに来ている。だからわざわざ病院の近

くに住んでるんだって。それで、近くにありがとうの家がある。 

・Ｃ へー、そうなんだ。 

Ａさんの発言の後に、ＢさんやＣさんが関わりながら、「ＡＩ」に関わる人々を

具体的に思い浮かべていく。そして、Ｈさん（90 代）やＹちゃん（４歳）等、様々

な年齢の利用者たちの願いやその家族の願い、障害を抱える人たちの願い、更に

は福祉施設を利用せざるを得なくなってきた社会的背景にまで目を向けて、富山

型デイサービスの社会における存在意義を考えていった。 

   以下、子供たちの集団過程後のワークシートである。 

Ｂさん 11 月 27 日（ワークシート）「ＡＩ」はみんなが家族になれる場所だから人が

来る 

 私はＹちゃんやＨさん、中学生、スタッフが家族になれるのが「ＡＩ」だと感じま

した。なぜなら家族みたいにいると自然に話せるし、遊べるからです。「ＡＩ」はそ

れができていると思いました。「ＡＩ」は自分でドアを開けて小さな玄関で靴を脱い

で、「ただいまー、今日もよろしくー」みたいな感じで入っていけるから、１人２人

じゃ寂しいなと思っている人が来るんじゃないかなと思いました。 

 

Ｃさん 11 月 27 日（ワークシート）スタッフさんは時間が空いている時も考えている

かを調べたい 

 Ａさんは「家族」ということを利用者さんだけで考えていたから、何でかなあと思

いました。だってＳさん（経営者）やスタッフさんとまず話して楽しいと思うから、

他の利用者さんとも仲良くなりたいと思うと思うから、利用者さんたちのおかげで

「家族」ができたのもあるけどスタッフさんのおかげで「家族」になれたのかなと思

いました。スタッフさんが「何を話そうかな」と考えているから利用者さんと話すと

きは笑顔で話したり自分自身も楽しいのかなと思いました。そしてすごいと思いま

した。だって時間が空いている時間も利用者さんのことを考えていると思うからで

す。  

Ｄ君 11 月 27 日（ワークシート）血のつながりがなくても大丈夫 

 僕のおばあちゃんは同年代の人と喋るのが好きと言っていました。僕はおばあち

ゃんが血のつながりがないのに何で仲良くなれるんだと気になりました。今日の聞

き合いでＨさんたちとＹちゃんが仲よくしていておばあちゃんもいろんな人とか仲

良くできたのはやっぱりありがとうの家や富山型デイサービスだと思いました。や

っぱり血のつながりがなくても富山型デイサービスがあればさみしいこともなくな

るから富山型は大切だと思いました。  
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  Ｂさんは、「ＡＩ」の利用者を思い浮かべ、一人一人が富山型デイサービスに求

めていることから、富山型デイサービスの役割について考えていこうとしている。

Ｂさんは、富山型デイサービスがもつ居心地のよさは、家としての空間とそこに

集まる人々の両方から生まれるものだと考えているように思える。Ｃさんは、血

のつながりのない家族を構成する一員としての働く人の役割を考えている。富山

型デイサービスのよさは自然に生まれたものではなく、働く人の努力によるもの

だという思いを強めている。Ｄ君は祖母が富山型デイサービスに通っている。自

分の祖母が求めているものを通して、利用者が富山型デイサービスに対してどの

ように感じているのかを探っていこうとしている。Ａさんの話を契機に、富山型

デイサービスに関わる多様な人々を通して、富山型デイサービスの社会における

役割を考え始めている子供たちである。 

Ａさんは、授業後のワークシートに次のように書いた。 

11 月 27 日（ワークシート） 気軽に話せる人とあまり話さない人にとって、1 番楽

しいことは違うかもしれない 

 私は聞き合いで、仲良くなれるから自然と好きなことが言えるというのが家族と

いう発見があったのだけど、（中略）もしかしたら中学生の人たちはＨさん（利用者

90 代）や他のおじいちゃんおばあちゃんの願いが違うのかもしれないと考えました。

2 回目に行ったときはあまり利用者の人たちがいなかったので、比べたりすることが

できなかったので、また「ＡＩ」に質問をしに行きたいと思いました。なぜなら、Ｙ

ちゃん（利用者４歳）のように気軽に話せる人、あまり話さない人にはもしかしたら

1 番楽しいことが違うのかもしれないと思ったからです。 

Ａさんは、仲間との対話から、「ＡＩ」の２回の見学では出会えなかった人たち

の願いについて考え始めている。利用者のＨさんや経営者のＳさんたちの話だけ

で結論を出すのではなく、富山型デイサービスを利用する多様な人々一人一人の

願いに迫ることで、富山型デイサービスとはどのような場所なのかを更に明らか

にしようとしていくのである。 

    12 月 18 日、Ａさんは「ＡＩ」に３回目の見学に行った。経営者のＳさんに利

用者同士の関わりについて質問し、お年寄りが子どもたちと関わっている様子を

教えてもらった。富山型デイサービスに集まる多様な人々同士のつながりを確か

め、様々な願いをもって集まった人が関わり合い、家族のようなつながりをもっ

ているのだと実感するのである。 

12 月 23 日（ワークシート） 富山型デイは、笑顔が生まれる場！ 

 私はお年寄りの方たちは誰かと話したりするだけで、とてもうれしい気持ちにな

ると考えています。なぜならＨさん（利用者 90 代）が「話していると、中に混じっ

てくる子もいる」と嬉しそうに言っていたからです。前、気になっていた「中学生の

方とお年寄りの方はつながっているのか」は、Ｓさん（経営者）の話から、「つなが

っている」ことが分かったので、話しているのを想像すると笑顔で話している様子が

思い浮かんだので、富山型デイサービスは笑顔が生まれる場なんだと思いました。 

    Ａさんは、富山型デイサービスを様々な人が様々な願いをもって集まり、それ

ぞれの願いがかなえられる場所として、「笑顔が生まれる場所」と書いた。祖母が

お世話になっていた福祉施設と関わりがある場所と捉えていた「富山型デイサー

ビス」の認識を「楽しませる施設」「家のような施設」「人のつながりのある家」

「働く人や利用者の多様な願いを叶える場所」と変容させてきた。そして、富山
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型デイサービスを魅力的な場所と捉え、「自分が過ごしたい場所」という自分の願

いを重ねて見つめるようになったのである。 

(5)  「富山型デイサービス」が人のつながりをというよさを持続しながら、

今後も存続し続けられるのかが気なり、現状を確かめていく 

   冬休みが明け、再び感染症拡大が広がり、富山県も警戒レベルがステージ２へ

と引き上げられた。人とのつながりが富山型デイサービスのよさだと考えてい

たＡさんは、感染症により富山型デイサービスでも人々の関わりが減り、人のつ

ながりが保てなくなってしまうのではないかと心配になった。そして、富山型デ

イサービス施設一覧を片手に、片っ端から富山型デイサービ

スに電話をして行く。感染症の拡大予防のためにできなくな

ったことはないのか、利用者さん同士はどのように過ごし、

互いに関わりをもつことができているのかを確かめていく

のである。Ａさんは富山型デイサービスが今後もそのよさを

保ちつつ存続していくことができるのか、自分の願う富山型

デイサービスであり続けてほしいと願い活動を続けている。

そのために自分にできることはないのか考え始めている。願

いをもって社会と関わる一歩を歩もうとしているのである。 

 

おわりに 

  Ａさんの歩みを辿りながら、「ひとり学習」と「集団過程」を繰り返しながら、主

体的に社会的事象の意味を考え、社会認識を深めていく子どもの姿を捉えてきた。終

わりに本実践とＳＤＧｓについて触れておきたい。 

単元構想時では、本単元「富山型デイサービス」は、３番「全ての人に健康と福祉

を」、11 番「住み続けられるまちづくりを」との関連性があると考えていた。しかし、

学習を進め、子どもたちの歩みを丁寧に捉えていくと、10 番「人や国の不平等をな

くそう」や 17 番「パートナーシップで目標を達成しよう」にも関連性があることに

気付かされた。また、社会、経済、環境全体を考える必要があることが認識されるよ

うになり、「富山型デイサービス」という素材が、ＳＤＧを追究する上で、教材とし

ての優れた可能性をもつことを見いだすことができた。 

  Ａさんの歩みで捉えてきたように、子どもの着眼点を基にその歩みを丁寧に支え

ていくことで、子どもは自分らしい見方・考え方を働かせながら、主体的に社会的事

象の意味を考え、社会認識を深めて

いくことが分かる。また、子どもの

姿を捉えていく過程で「富山型デイ

サービス」にあるＳＤＧｓにおける

教材の広がりや可能性を見いだすこ

とができた。今後も子どもが自分ら

しい見方・考え方を働かせながら学

習に取り組んでいけるようなＥＳＤ

に関するカリキュラム開発の可能性

を探り、実践していきたい。 

＜＜富富山山型型デデイイササーービビススにに  
    電電話話ををすするるＡＡささんん＞＞  

＜＜本本実実践践ととＳＳＤＤＧＧｓｓととのの関関連連＞＞  
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「きまっし！花園！」を実践して 

金沢市立花園小学校  

教頭  坪内 真弓 

 

１．「きまっし！花園！」について 

    「きまっし！花園！」は、形を変えたミニ運動会である。今年度はコロナ禍のため、運動会を例 

年通り実施することが難しい状況があった。金沢市内では、縮小して半日程度でミニ運動会を実施 

する学校が多かった。 

 本校でも、下記のように運動会を縮小して実施することにした。しかし、ただ縮小するのではな 

く、例年とは形も内容も変える等工夫をして行うことにした。 

 

 

 

 

２．行事を行うことになった経緯 

    本校が毎年交流している台湾の南台湾和風会から、５月に花園地

区に１，０００枚のマスクが送られたことに起因する。学校には３

００枚配付され、児童と職員に一人２枚ずつ配付することができ

た。昨年の２月頃は、新型コロナウイルス感染症が日本でも急速に

広まっている時期であり、南台湾和風会がそのことを心配して送っ

てくれたのだ。３ヶ月もかかったのは、なかなか許可が下りなかっ

たからだときいている。当時日本では、全国的にマスクが不足して

おり、大変助かった。届いた当初は、６年生が学校を代表して、お礼にメッセージカードを台湾に

送ったが、それだけになっていた。 

    そこで、台湾の方々にきちんとお礼をしたいが、どのような形でお礼をしたらよいかということ

について、６年生を中心に考えることにした。その中で、自分たちが頑張っている姿を伝えること

が、台湾の方達へのお礼になるのではないかと考え、運動会の様子を配信することにした。 

    新型コロナウイルス感染拡大を受け、市内の小学校は、どこも縮小して行わざるを得ない状況に

あり、本校では運動会自体は縮小して行うものの、形を変えて行うことにした。その中で、運動会

そのものを校内に配信することにし、自分の出番以外は各教室で観戦することにした。 

 

３．「きまっし！花園！」の企画運営 

    「きまっし！花園！」の企画運 

営は、６年生を中心に行った。６ 

年生７名が「子ども企画部」とし 

て実行委員会を立ち上げ、夏休み 

前から動き出した。 

 一方、育友会長の花木さんや児

童のダンス指導の柴田さん、校内の配信等では山口さん、花園地区の連合町会長の花木さん、副会

長の大島さんらが「大人企画部」として立ち上がり、企画に加わった。 

 

●日 時 ： １０月１７日（土） 午前のみ 

●場 所 ： 本校 体育館 及び 運動場 
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 （１）子ども企画部 

 子ども企画部は「競技班」「音楽班」「デザイン班」「動画編集班」「若い力班」に分かれてそれぞ

れの班長になり、６年児童も加わった。 

 「競技班」は、運動会での団体競技を各学年の６年生との対抗競技に変え、競技やルールを工夫

した。 

 「デザイン班」は、「きまっし！花園！」の

ポスター作りを提案し、５年生が花木さんの

指導を受けて、パソコンで製作した。５年生

が思い思いに作成したポスターを、玄関や学

校横のフェンスに貼り、行事を盛り上げた。

また、「デザイン班」はロゴマークを全校児童

から募集し、４年児童が考えたロゴマークに

決定した。ロゴマークの原版を教師がデジタル化し、あちこちに

掲示した。 

 「音楽班」は、６年の音楽の単元の「ふしづくり」を活かし

て、テーマソング「全集中 花園」を作成した。テーマソング

は、１０月の今月の歌にし、毎日歌った。また、予鈴のメロディ

ーチャイムもこの曲に変えて盛り上げた。 

 「若い力班」は、６年生の団体演技の「若い力」を先行して練習し、５・６年生に指導した。 

 このように、児童自ら行事を盛り上げるために、知恵を出し合い、創り上げた。 

 （２）大人企画部 

    育友会長の花木さんは、５年生のポスター作りに関わった。ポスターの特徴や入れる項目だけで

なく、デザインの仕方等も指導してくださった。また、当日はドローンを活用してくださり、児童

の演技を撮影した映像も配信された。 

    柴田さんは、低中高学年毎に踊る団体演技の指導をしてくださった。元 EXILE のバックダンサー

という経歴をもっているので、人に訴えかけるダンスの仕方のコツを教えてくださった。 

    山口さんは、校内に配信するシステムを構築してくださった。まだ、GIGA スクール構想の途中段

階にあり、配信工事が進んでいなかった時期のため、山口さんのおかげで他の学校に先駆けて配信

することができた。 

    荒木さんと大島さんは公民館と連携し、花園地区に伝わる地域民謡「花園めぐり」を披露してく

ださった。地域の方による「花園めぐり」は、プログラムの中程に設定し、地域の方も一緒に行事

に参加する形となった。さらに、台湾の方達との窓口となってくださり、台湾との交流コーナーを

仕切ってくださった。 

    また、「大人企画部」ではないものの、今町にお住まいで花園

の歴史や用水の学習でゲストティーチャーとしてご指導してく

ださる今井さんは、八幡神社に残る獅子頭四体を貸してくださ

り、図工室に展示した。 

    「きまっし！花園！」の週には、「子ども企画部」と「大人企

画部」が初めて顔合わせをして、この行事についてお互いの動

きを共有した。 
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４．運動会的要素と文化祭的要素が融合した「きまっし！花園！」 

   この行事が、単なるミニ運動会ではない理由は、次のようなことにある。 

一つ目は、プログラムの中程に「花園めぐり」の披露や「台湾との交流」を入れたことである。 

二つ目は、児童がポスターやロゴマー 

ク、テーマソングを製作したことであ 

る。これは、普通の運動会にはまったく 

ないことである。また、校舎横のフェン 

スは花園ロードとして、各学年が製作し 

た掲示物も展示した。低学年は、保護者 

や地域の方を歓迎する、ロゴマークや校章に 

自分たちで色を塗った小旗を作った。３年生 

は、コロナに負けない思いを短冊に書き、そ 

れを展示した。４年生は、「花園めぐり」の歌 

詞を模造紙９枚に絵に表し、掲示した。５年 

生の作ったポスターも掲示した。 

 三つ目は、会場を運動会的要素の部分と文 

化祭的要素の部分に分けたことである。校舎の裏門か 

ら敷地内に入り、体育館に向かって右に曲がると花園 

ロードである。それらの展示物を見ながら歩き、児童 

玄関を入るとすぐにあるのが図工室。図工室には今町 

の獅子頭が飾られている。この辺りが文化祭的要素で 

ある。 

一方で、児童が演技をしたり競技をしたりする体育 

館や運動場が運動会的要素である。こうすることで、新型コロナウイルス感染拡大防止のために行事 

が削減される中、保護者や地域 の方にも子ども達がコロナに負けずに頑張る様子を伝えることができ 

た。 

 

５．「きまっし！花園」当日の様子 

当日は、低中高学年の団体演技と「花

園めぐり」と台湾との交流は、体育館で

行い、各学年対６年生との対抗競技と徒

競走を運動場で行った。児童は出番の一

つ前になると、教室から体育館に移動す

る。出番には、団体演技であるダンスを

披露する。出番が終わったら、運動靴に

履き替えて運動場に出て、６年生との対抗競技と徒競走に出る。終わったら教室に戻って、他の学年

の出番をテレビ観戦する。「花園めぐり」と「台湾との交流」では、６年生が体育館でお客さんや交

流担当として参加した。 

保護者は、体育館では自分の子どもの出番の時だけ参観でき、あとは図書館や音楽室で TV 観戦で

きるように配慮した。運動場でのプログラムについては、特に感染対策を行わず、自由参観とした。 

TV 観戦は、初の試みだったが、子ども達は楽しそうに画面に見入っていた。 
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６．行事後の感想 

   行事が終わった後に、児童が書いたふり返りや参 

観した保護者の感想である。 

   どの子も、達成感や自己有用感、自分の成長を感 

じたふりかえりを書いていた。保護者の方からは、 

温かくうれしいお言葉を頂戴した。 

 

７．今回の企画の成果 

   今回の企画の成果は、次の３つである。 

 

 

 

    

また、行事後に国連大学の永井先生や北陸 ESD コンソーシアムの池端弘久先生をお招きして、この 

実践の報告会を行った。永井先生には、「大変よい取組です。全校のみんなを巻き込んで企画した６

年生はさすがです。日本での新型コロナウイルス感染拡大を自分事として関心を寄せ、マスクを送っ

てくれた台湾の人達への感謝の思いを伝える場として、運動会に台湾との交流も盛り込んだのがよい

発想です。世界の大きなうねりとなる活動で、国連の目指す SDG’s ゴールのお手本になります。」と

いうお話をいただいた。池端先生には「６年生の企画と運営が素晴らしいです。さすがです。これら

の経験をこれからもどんどん生かして

いってほしいです。６年生には、今後

これらの活動をどのように下級生に託

していくのかを考えていってもらいた

いです。」というお話をいただいた。 

 

 

８．実践を終えて 

   ＡＩの普及により、１０年後には今ある職業の多くがなくなると言われて久しい。これからは先が 

読めない時代になると言われていた。それが、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行により、あ 

る日突然そのときがやってきた。今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のために４・５月は休

業を余儀なくされた。児童の学習はどうなるのか、毎年行われてきた様々な行事はどうなるのか等、

児童も保護者も教師も不安になった。これまで誰も経験のしたことのない未知の世界に入ったのだ。 

 そんな中、この企画が誕生した。コロナにより人とのつながりが絶たれたかのように見られたが、

台湾からのマスクが贈られたことにより、絆は変わらないことに気づくことができた。学校を支える

地域の方々や多くの学校サポーター、保護者等、子ども達を温かく見守ってくださる方々は、コロナ

に関係なく協力的なのである。その絆を太く強くしたいと思い、子ども達も教師も地域も頑張ったこ

の行事を通して、工夫することや挑戦することの楽しさを感じ、達成した喜びを味わい、自信を深め

ることができたことを考えると、新型コロナウイルス感染症の拡大があったからこそ成長できたのだ

と思う。ピンチをチャンスに変えたこの行事に関われてよかった。 

① 6 年生を中心に自己有用感を高め、自信を深めることができた。 

② コロナ禍でも、目には見えない「絆」があること、その「絆」を強く太くすることがで 

きることに気づいた。 

③ 先が予測できない中で、自分たちにできることを考え、実行する力がついた。 
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勝山市のＥＳＤ 

－ジオパークを舞台としたＥＳＤの取組について－ 

 

勝山市教育委員会 教育総務課  

指導主事 安居 幸恵 
 

はじめに 

 勝山市は、全小中学校がユネスコスクールであり、ＥＳＤに取り組んでいる。その軸

足は、「ふるさと学習」と「環境教育」である。ユネスコスクールに加盟する以前から、

本市の小中学校においては環境教育がさかんであったが、ＥＳＤという概念に出会って

から、これまで取り組んできた環境教育が様々なものとつながり、より大きな活動へ広

がりを見せている。さらに、社会の動きと連動し学校生活や学びの中にＳＤＧｓも定着

し始め、ＳＤＧｓを介して学んだり活動したりする子どもたちの姿も見られる。 

 学校は、学びに合わせて学校外の団体と連携を取り、活動を進めている。連携先が学

校の身近にあるところが勝山市の強みである。その強みの中、子どもたちは、環境教育

のみならず、自分が暮らす地域の魅力再発見や課題への気づき、異なる世代の人たちと

の交流などＥＳＤが目指す学びを進めている。 

 以下、子どもたちの学びの紹介を通して、その学びを支える行政との連携について紹

介する。 

 

勝山市について 
 勝山市は、福井県の北東部の中山間

に位置し、県下最大河川九頭竜川の河

岸段丘に市街地を形成している人口約

２万４千人の自然と歴史豊かな小都市

である。小さい市ではあるが、四季

折々の風景を楽しむことができる風光

明媚な土地柄である。２００９年に

は、アメリカのフォーブス誌電子版

で、クリーンなまち世界第９位にラン

キングされ、市民が勝山を見直す機

会となり、また、市民の誇りとなっ

て、今に至っている。 

また、恐竜王国福井の中心地でも

あり、日本の恐竜化石の大多数を産

出している。平成21年10月には、勝

山市全体が「恐竜渓谷ふくい勝山ジ

オパーク」に認定され、勝山市のそ

れぞれの地域の特色を生かしたジオ

パーク活動もさかんに行われてい

る。 

 

勝山市の取組について 
（１）勝山市役所との連携について 

 各小中学校は、地域の外部団体とつながりを持ち、地域の特色を生かした様々な取組

を行っている。その中の一つに、市役所との連携がある。以下、連携と取組について紹

介する。 
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①市長部局との連携 「市長と語る会」 

平成２９年度より毎年１回、市内の中高生が、市長へ各校のＥＳＤの取組を報告した

り市の取組への提案を行ったりしてきた（令和２年度は感染症防止のため中止）。語る

会の出席者は、市長はじめ、提案に関係する各部署の担当者に依頼している。中高生に

とっては、自分たちの考えを学校外の人、それも、市政のトップにいる人や政策を実行

している人たちに伝えることのできるまたとない機会となっている。さらに、このとき

に提案されたことや出てきた質問には、各担当課から感想や回答を得ることができ、自

分たちの考えたことを客観的に捉え直す機会となっている。参加した生徒の中には、市

長の言葉に刺激を受けて、当日の感想のなかに新たな施策を書いてくる生徒がいたり、

市長からの質問に答えられず、自分の計画の見通しの甘さを感じたという感想を寄せる

生徒がいたり、語る会での交流を通して、より深く考えることが実現できている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【中学生 市長と語る会】        【勝山高校生 市長と語る会】 

 

＜担当課からの回答の一部＞ 

 

要要望望・・提提案案  内内容容 担担当当課課
勝勝⼭⼭市市のの発発展展ののたためめにに、、「「中中学学⽣⽣ガガイイドド」」とといいうう活活動動をを提提案案すするる。。⻑⻑期期休休みみななどどをを活活⽤⽤ししてて、、中中学学⽣⽣がが勝勝⼭⼭市市
のの観観光光名名所所ののガガイイドドややイイベベンントトななどどのの道道案案内内ををすするるとといいううももののででああるる。。ななぜぜここのの活活動動をを提提案案すするるののかかとといいうう
とと、、恐恐⻯⻯博博物物館館ややゆゆめめおおーーれれななどど、、観観光光客客がが増増ええててききてていいるるかかららででああるる。。勝勝⼭⼭市市ががよよりり活活気気ああるる市市へへ発発展展ささせせ
るるたためめ、、中中学学⽣⽣がが役役にに⽴⽴ててるるののででははなないいかかとと考考ええたた。。僕僕たたちち勝勝⼭⼭南南部部中中学学校校でではは、、１１年年⽣⽣のの総総合合のの学学習習のの時時間間
でで、、勝勝⼭⼭市市ににつついいてて学学ぶぶ。。僕僕はは昨昨年年、、恐恐⻯⻯博博物物館館ややゆゆめめおおーーれれななどどにに⾏⾏きき、、勝勝⼭⼭市市のの観観光光やや歴歴史史ににつついいてて学学んん
だだ。。恐恐⻯⻯博博物物館館でではは、、観観光光客客ののみみななささんんにに喜喜んんででももららううたためめのの展展⽰⽰やや建建物物のの構構造造ななどど、、様様々々なな⼯⼯夫夫をを探探っったた。。
ゆゆめめおおーーれれでではは機機織織りり体体験験やや施施設設員員ささんんのの話話をを通通ししてて、、勝勝⼭⼭市市のの産産業業のの奥奥深深ささやや集集客客のの秘秘密密ににつついいてて知知るるこことと
ががででききたた。。ままたた、、今今年年のの11年年⽣⽣もも、、勝勝⼭⼭市市のの魅魅⼒⼒発発⾒⾒ののたためめにに⼩⼩原原やや平平泉泉寺寺ななどどののジジオオササイイトト⾒⾒学学もも⾏⾏っったた。。ここ
れれららのの経経験験をを活活かかししてて、、具具体体的的なな活活動動内内容容ととししてて、、勝勝⼭⼭のの観観光光名名所所ででああるる恐恐⻯⻯博博物物館館ややままほほろろばばななどどののイイベベンン
トトでで道道案案内内ななどどををすするるここととななどど、、僕僕たたちちがが活活躍躍ででききるる場場所所やや機機会会ががたたくくささんんああるるとと思思うう。。⻑⻑期期休休みみにに希希望望をを取取
りり、、⾏⾏きき先先をを集集めめるる。。そそここででははガガイイドドだだけけででななくく、、感感謝謝のの気気持持ちちをを込込めめてて、、清清掃掃ななどどもも⼀⼀緒緒ににもも取取りり組組めめるるとと
よよいいとと思思ううしし、、三三中中合合同同でで、、ままたた、、⾼⾼校校ととのの連連携携ももいいいいとと思思うう。。 ぼぼくくたたちちはは勝勝⼭⼭市市ののよよいいととこころろををたたくくささんん
知知っってていいるる。。だだかからら、、そそれれをを市市外外やや県県外外のの⼈⼈たたちちにに発発信信ししてていいききたたいい。。そそししてて、、勝勝⼭⼭市市にに観観光光にに来来ててくくだだささっっ
たた⽅⽅にに、、ままたた来来たたいいとと思思わわれれるるよよううににししたたいい。。

商商⼯⼯観観光光・・ふふるるささとと創創⽣⽣課課
  「「勝勝⼭⼭市市ののよよいいととこころろををたたくくささんん市市外外やや県県外外のの⼈⼈たたちちにに発発信信ししてていいききたたいい。。」」、、そそししてて、、「「勝勝⼭⼭市市
にに観観光光にに来来ててくくだだささっったた⽅⽅ががままたた来来たたいい」」とと思思わわれれるるよよううににししたたいいとといいうう考考ええ⽅⽅、、思思いいはは⼤⼤変変素素晴晴らら
ししいいとと思思いいまますす。。皆皆ささんんがが勝勝⼭⼭市市のの観観光光地地ににつついいてて勉勉強強ししたたここととやや知知識識をを活活⽤⽤ししててガガイイドドをを務務めめるるここ
ととはは⼈⼈気気がが出出るるかかももししれれまませせんん。。たただだしし、、⼈⼈にに物物事事をを説説明明すするるとといいううここととははかかななりり難難ししいいここととででももああ
りりまますす。。単単にに知知識識をを押押ししつつけけるるののででははななくく、、いいかかにに相相⼿⼿にに興興味味をを持持っっててももららいい、、⾯⾯⽩⽩くく聞聞いいててももららええ
るるかかとといいううここととにに⼒⼒をを⼊⼊れれ、、ちちゃゃんんとと筋筋道道をを⽴⽴てててて説説明明ででききななけけれればばななりりまませせんん。。ここれれはは繰繰りり返返しし実実
践践ししててみみなないいととななかかななかか慣慣れれてていいけけなないいここととだだとと思思いいまますす。。実実践践ししたたいいとといいううここととででああれればば、、どどここでで
誰誰ががややるるののかか、、時時期期ははいいつつななののかか、、説説明明内内容容ななどど具具体体的的なな実実⾏⾏案案ををつつくくっってて取取りり掛掛かかららななけけれればばななりり
まませせんん。。そそれれににはは専専⾨⾨家家のの指指導導とと助助⾔⾔がが必必要要とと考考ええまますすののでで、、商商⼯⼯観観光光・・ふふるるささとと創創⽣⽣課課ににごご相相談談くく
だだささいい。。

私私はは、、勝勝⼭⼭市市のの発発展展ののたためめにに、、市市役役所所にに「「ＣＣ課課」」ををつつくくるるととよよいいののででははなないいかかとと考考ええたた。。「「ＣＣ課課」」ののＣＣはは「「中中
学学⽣⽣」」ののＣＣででああるる。。鯖鯖江江ににはは「「ＪＪＫＫ課課」」とといいううももののががあありり、、商商品品開開発発ややブブロロググのの更更新新ななどどをを通通ししてて、、鯖鯖江江市市のの
よよささをを発発信信ししてていいるる。。だだかからら、、私私たたちちもも、、中中学学⽣⽣ななららででははのの発発想想ややアアイイデデアアをを⽣⽣かかししてて勝勝⼭⼭市市ををももりり上上げげたた
いい。。「「ＣＣ課課」」でではは、、商商品品開開発発ややイイベベンントトのの企企画画・・運運営営ををすするるここととでで、、勝勝⼭⼭のの話話題題をを作作りり、、全全国国へへ発発信信ししてていいきき
たたいい。。商商品品開開発発はは、、主主にに⾷⾷べべ物物ににつついいてて考考ええたた。。若若猪猪野野ののメメロロンンやや勝勝⼭⼭市市のの果果物物・・野野菜菜をを使使っったたメメロロンンススムムーー
ジジーーははどどううだだろろううかか。。ままたた、、勝勝⼭⼭ののおおややききははおおいいししいい。。笠笠松松先先⽣⽣ははおおややききがが⼤⼤好好ききななののでで、、⼀⼀⽇⽇⼀⼀個個はは必必ずず⾷⾷
べべるるそそううだだ。。ここののおおややききもも、、中中ののああんんをを栗栗ああんんににししたたりり、、柑柑橘橘系系のの⾵⾵味味にに変変ええたたりりししてて、、様様々々なな種種類類ののももののをを
作作っってていいくく。。ままたた、、平平泉泉寺寺とと東東尋尋坊坊ののつつななががりりでで、、三三国国とともも協協⼒⼒しし、、酒酒ままんんじじゅゅううととよよももぎぎとといいううののももどどううだだ
ろろううかか。。そそううししたた商商品品をを、、ササンンププララザザややココンンビビニニ、、22002200年年ににででききるる道道のの駅駅とと提提携携ししてて売売りり出出すすここととももよよいいののでで
ははなないいかかとと思思うう。。
イイベベンントトのの企企画画・・運運営営でではは、、中中学学⽣⽣がが勝勝⼭⼭市市ををももりり上上げげらられれるるよよううにに、、いいろろいいろろなな企企画画にに挑挑戦戦ししててみみたたいい。。例例
ええばば、、勝勝⼭⼭市市ののククリリーーンンアアッッププ九九頭頭⻯⻯。。私私もも実実際際にに参参加加ししたたここととががああるる。。勝勝⼭⼭市市中中でで勝勝⼭⼭ををききれれいいににすするる取取りり
組組みみをを、、中中学学⽣⽣もも企企画画ししててみみたたいい。。ままたた、、勝勝⼭⼭市市のの左左義義⻑⻑祭祭りりののととききもも、、ススタタンンププララリリーーななどど様様々々なな企企画画がが⾏⾏
わわれれてていいるるがが、、知知ららなないい⼈⼈ももたたくくささんんいいるるとと思思うう。。「「ＣＣ課課」」がが市市役役所所のの⽅⽅とと協協⼒⼒しし、、アアイイデデアアをを出出しし合合っっててすす
ばばららししいい活活動動をを企企画画・・運運営営ででききるるとといいいいとと思思うう。。
ここれれらら「「ＣＣ課課」」のの取取りり組組みみはは、、中中学学⽣⽣のの声声をを勝勝⼭⼭市市のの⽅⽅へへ、、逆逆にに、、勝勝⼭⼭市市のの⽅⽅かからら中中学学⽣⽣へへとと、、双双⽅⽅向向ののつつなな
ががりりををささららにに強強くくすするるとと思思うう。。

商商⼯⼯観観光光・・ふふるるささとと創創⽣⽣課課
  鯖鯖江江市市ののＪＪＫＫ課課にに対対抗抗ししててＣＣ課課をを作作るるとといいうう発発想想はは⾯⾯⽩⽩いいとと思思いいまますす。。ししかかししななががらら中中学学⽣⽣だだけけのの
課課でではは、、中中⼼⼼ににななるる⼈⼈たたちちががすすぐぐにに卒卒業業ししててししままいい、、メメンンババーーのの⼊⼊れれ替替わわりりがが激激ししくくななるるとと予予想想さされれ
まますす。。ででききれればば中中学学校校かからら⾼⾼校校ままででをを連連結結ししたた課課なならら、、携携わわるる⽣⽣徒徒もも引引きき続続きき事事業業にに関関わわっってていいくくここ
ととがが可可能能ででははなないいかかとと考考ええまますす。。イイベベンントトのの企企画画・・運運営営をを実実施施ししててみみたたいいととののここととでですすがが、、ぜぜひひ具具体体
的的ななアアイイデデアアやや企企画画案案をを市市にに提提案案ししててくくだだささいい。。そそここかからら市市とと中中学学⽣⽣ととががアアイイデデアアをを出出しし合合いいななががらら
形形ににししてていいくくとといいうう作作業業がが必必要要ととななりりまますす。。ここののよよううなな実実践践をを繰繰りり返返ししてていいくくここととでで、、ＣＣ課課のの具具体体的的
なな形形がが⾒⾒ええててくくるるとと考考ええまますす。。

各各中中学学校校にに「「ままちちづづくくりりククララブブ」」（（仮仮称称））をを作作っってて、、そそのの中中でで練練りり上上げげたた意意⾒⾒をを市市⻑⻑にに直直接接答答申申しし、、
市市⻑⻑はは担担当当部部署署とと協協議議ししてて判判断断すするるよよううなな取取りり組組みみもも考考ええらられれまますすねね。。

勝勝⼭⼭ををよよりりよよくくししてていいくくたためめにに、、中中学学⽣⽣ががででききるるＰＰＲＲととししてて、、ＳＳＮＮＳＳがが⼀⼀番番⾝⾝近近ににああるるとと感感じじたたたた
めめ、、ＳＳＮＮＳＳななどどをを活活⽤⽤ししたた提提案案をを考考ええたた。。
ＳＳＮＮＳＳででのの発発信信はは、、勝勝⼭⼭市市ででももフフェェイイススブブッッククななどどをを活活⽤⽤ししてて⾏⾏っってていいてて、、イイベベンントト開開催催ののおお知知らら

せせななどど様様々々ななももののをを発発信信ししてていいるるここととをを、、私私たたちちもも知知っってていいるる。。でではは、、私私たたちち中中学学⽣⽣がが発発信信ししてていいくく
ととよよいい内内容容ととははどどののよよううななももののががああるるだだろろううかか。。観観光光地地案案内内やや特特産産品品、、⾷⾷べべ物物ににつついいててのの動動画画ををアアッッ
ププロローードドすするるななどど様様々々ににああるる。。ししかかしし、、私私たたちちはは、、勝勝⼭⼭市市外外のの⽅⽅ににもも勝勝⼭⼭市市内内のの学学⽣⽣ににもも勝勝⼭⼭市市ののすす
ばばららししささをを知知っっててほほししいいとと思思うう。。そそここでで、、勝勝⼭⼭のの企企業業紹紹介介をを「「ププロロジジェェククトトＣＣ」」とといいうう名名前前でで⾏⾏っってて
いいききたたいい。。ＣＣととはは中中学学⽣⽣のの頭頭⽂⽂字字ででああるる。。中中学学⽣⽣がが各各企企業業ににイインンタタビビュューーををすするる。。そそれれららをを、、ＳＳＮＮＳＳ
ななどどをを活活⽤⽤ししてて、、動動画画やや⽂⽂章章ななどどのの形形ででイインンタターーネネッットト上上でで取取りり上上げげてていいくく。。中中学学⽣⽣がが地地元元のの企企業業にに
興興味味をを持持ててるる、、市市外外のの⼈⼈たたちちににもも勝勝⼭⼭ののよよささをを伝伝ええらられれるるよよううににししたたいい。。

商商⼯⼯観観光光・・ふふるるささとと創創⽣⽣課課
  勝勝⼭⼭市市ををＰＰＲＲすするる⽅⽅法法ととししててＳＳＮＮＳＳはは必必要要不不可可⽋⽋だだとと認認識識ししてていいまますす。。ししかかしし、、ううままくく活活⽤⽤ででききてて
いいなないいこことともも事事実実でですす。。中中学学⽣⽣のの皆皆ささんんかかららＳＳＮＮＳＳのの素素材材をを提提出出ししててももららううここととははととててももあありりががたたいい
ここととでですすののでで、、誰誰にに何何ををどどののよよううににＰＰＲＲすするるかかをを明明確確ににししてて、、ぜぜひひ素素材材をを作作成成ししてて⾒⾒せせててくくだだささいい。。
内内容容はは審審査査がが必必要要だだとと思思いいまますすがが、、良良いいももののででああれればば市市ののホホーームムペペーージジややFFaacceebbooookk等等ででのの発発信信をを検検討討
ししたたいいとと思思いいまますす。。
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②史蹟・文化課との連携「未来の語り部」授業のスタート 

 史蹟・文化課は、市史の編さん、文化財の保護、史跡の保存・活用や埋蔵文化財の発

掘、研究、国史跡白山平泉寺旧境内の総合整備、文化芸術振興を担当している。以前か

ら、白山平泉寺や七里壁などの街歩き、村岡山登山等ふるさと学習のゲストティーチャ

ーとして学校教育に携わってきた。 

 ２０１９年に白山平泉寺旧境内や一乗谷朝倉氏遺跡などが「石のまちづくり」をテー

マとする日本遺産に認定されたことをきっかけに、平泉寺小学校は一乗谷朝倉氏遺跡を

校区に持つ福井市一乗小学校との交流を行った。そこで、平泉寺小学校と積極的に関わ

りを持ち、平泉寺の魅力をＰＲする観光ガイド育成を通じて、子どもたちがふるさとの

魅力を知ること、その魅力を伝えることができるようになることを目的に、未来の語り

部育成を実施した。その取組は以下のとおりである。 

6月17日  事前学習１ 現地にて 

 

7月22日  事前学習２  

平泉寺小学校にて 

9月23日    

事前学習３  

ガイドリハーサル（平泉寺小学校にて） 

10月23日   

事前学習４  

ガイドリハーサル（現地にて） 

 

11月18日   一乗小学校を迎えて、未来の語り部大会 
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③ジオパークまちづくり課との連携 

 ジオパークまちづくり課は、ジオパーク及びユネスコエコパークの推進、エコミュー

ジアム構想、ふるさとルネッサンス事業、各地区の地域力向上プロジェクト、雪氷熱エ

ネルギーに関すること、外来種駆除業務を担当している課である。 

 学校教育に関しては、「ジオパーク学習」と位置づけ、年度初めの校長会にて広報活

動を行い、積極的な活用を呼びかけている。 

＜校長会資料＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課内の組織が構築されたこと、専門員が配置されたこと等により、この取組が始めら

れた頃に比べ、事前連絡等の連携において、たいへん取り組みやすくなってきた。実施

内容についても洗練されてきており、しっかりしたプログラムができあがっている。そ

のプログラムに学校の要望も加え、授業やPTA行事等で、座学を行ったり現地に赴いて見

学や体験をしたり、ジオパークにふれ、知る活動を支援している。本年度は、コロナ禍

であったため、多少回数が少なかったものの、下記の表のような活動が行われてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施年⽉⽇ 内容 場所 内容
200612 成器⻄⼩学校 (5年) ジオパーク学習 成器⻄⼩学校 勝⼭の⾃然環境の⼟台 (⼤地)
200617 成器⻄⼩学校 (5年) ジオパーク学習 成器⻄⼩学校 勝⼭の⾃然環境の⼟台 (⼤地)その②
200619 勝⼭南部中学校 (1年) ジオパーク学習 勝⼭南部中学校 ジオパークの取り組み
200624 村岡⼩学校 (3年) ジオパーク学習 村岡⼩学校 村岡⼭の成り⽴ち
200626 成器⻄⼩学校 (5年) ジオパーク学習 成器⻄⼩学校 福井の動植物
200709 村岡⼩学校 (3年) ジオパーク学習 村岡⼩学校 村岡⼭の成り⽴ち
200710 成器⻄⼩学校 (5年) ジオパーク学習 成器⻄⼩学校 勝⼭の⽔
200715 成器⻄⼩学校 (5年) ジオパーク学習 成器⻄⼩学校 川の⽣き物調べをする意味
200715 成器南⼩学校 (5年) ジオパーク学習 雪室 雪室の仕組みと取り組み
200728 勝⼭南部中学校 (1年) ジオパーク学習 勝⼭南部中学校 地域おこし協⼒隊から⾒た勝⼭
200729 勝⼭中部中学校 (2年) ジオパーク学習 雪室 雪室の仕組みと取り組み
200804 成器⻄⼩学校 (5年) ジオパーク学習 浄⼟寺川 浄⼟寺川の⽣き物調べ
200915 成器南⼩学校 (3年) ジオパーク学習 成器南⼩学校 ⾃然観察のコツ
200930 勝⼭南部中学校 (2年) ジオパーク学習 勝⼭南部中学校 SDGsを意識したビジネス提案
201009 村岡⼩学校 (3年) ジオパーク学習 村岡⼭ 村岡⼭の成り⽴ち
201013 成器⻄⼩学校 (5年) ジオパーク学習 まちなか ⽔と暮らし
201015 平泉寺⼩学校 (3-6年) ジオパーク学習 平泉寺町内 平泉寺町にまつわる⺠話とジオ
201020 成器⻄⼩学校 (5年) ジオパーク学習 九頭⻯川ほか 流れる⽔のはたらきと環境保全
201104 成器⻄⼩学校 (6年) ジオパーク学習 発掘現場ほか ⼤地の成り⽴ち
201110 勝⼭南部中学校 (1年) ジオパーク学習 福井県⽴恐⻯博物館ほか 地域学習
201111 村岡⼩学校 (5年) ジオパーク学習 滝波川ほか 流れる⽔のはたらき
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 また、地域ごとに特徴を生かした市民レベルで展開されているジオパーク関連の活動

についても支援している。下記のパンフレットはその一例である。この「地域」が小学

校区と重なっており、学校の活動にたいへん協力的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④教育総務課教育指導係との連携 

 教育総務課教育指導係は、公立小学校、中学校、幼稚園の教職員研修、学校事務にか

かる総括的な事務、各学校から寄せられる相談の窓口、学校教育全般にかかる指導助言

を担当している係である。ＥＳＤ担当者連絡協議会や研修会を開催するなど、学校教育

におけるＥＳＤの推進を支援している。 

 また、行政や企業がＳＤＧｓに関わる活動を進めている中、令和元年度より本格的に

ＳＤＧｓを意識した取り組みを投げかけてきた。令和元年度には、学校教育活動とＳＤ

Ｇｓを結び付けることを提案し、令和２年度はＳＤＧｓ関連表の作成を行った。また、

授業においてもＳＤＧｓを意識することを目指した。ＳＤＧｓのターゲットマークを加

えたＥＳＤカレンダーや指導案、ＳＤＧｓを活用した生徒会活動が見られるようになっ

た。 

＜ＳＤＧｓ関連表の例＞ 
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（２） 具体的な取組 

① ジオパークまちづくり課によるジオパーク学習 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

村岡小学校５年理科「川の流れと水のはたらき」 

講 師：町 澄秋 （勝山市役所ジオパークまちづくり課 学芸員） 

日 時：１１月１１日(水)１３：４０～１５：３０ 

参加者：北陸 ESD 推進コンソーシアム、福井大学教職大学院から４名 

〇活動の目的 

５年生「流れる水のはたらき」の学習について、現

地へ行って確認するとともに、６年生「大地のつく

り」の地層について先行的に学ぶ。また、地球科学に

ついての専門家からさらに興味深い新たな知見を得

て、人間と自然との関わりについて理解を深める。 

〇当日の様子 

現地に到着し、まず、杉山橋の上から滝波川の様子

を観察した。川の流れが速いところや遅いところをワ

ークシートにスケッチした。大雨などを繰り返すこと

で数年かけて川の流れが変わったことを聞き、興味深

そうであった。次に、滝波川へ降り、石の観察をし

た。いろいろな種類の石があるという説明を受けた

後、説明にあった石を探した。時のたつのを忘れて石

を探している姿が印象的で、知的好奇心を刺激された

姿であると感じた。 

薬師神谷周辺の滝波川に移動した。杉山橋より多少

下流であり、川の様子が変わったこと、また、村の方

を見ると、河岸段丘になっていることが観察できた。

河岸段丘を利用し住宅地や農作地をつくり人々が暮ら

してきた話を聞き、普段見慣れている風景生活ではあ

るけれど、地形と人々の暮らしが密接に結びついてい

ることを学ぶことができた。 

薬師神谷の神社に移動した。この神社は、市の天然

記念物に指定されている大銀杏でよく知られている。

河岸段丘を感じながら境内に上がった。さらに神社の

奥に進むと地層を確認できる場所があった。 

以上の一連の学びを通して、５年生の学習である水

の流れのはたらきによって現在の地形ができたことを

確認し、さらに、６年生で学ぶ地層について知ること

で先行経験ができ、本年度の学びを来年度の学びへと

系統性を持つことができた。 

〇活動を終えて 

 自分たちが暮らしている場所と川にどのような関係

があるのか、教室で学ぶことに加えて、現地で確認す

ることで学びが深まった。専門家によって見学する場

所が選定され大地の見方の助言を得ることにより、子

どもたちの大地の見え方が変わってくる。大地そのも

のを見ることに加え、川との関係、人々の暮らしや

食、文化を関連付けて考える子どもたちの育成につな

がることが期待できる。すべてが影響を及ぼし合いな

がら存在し、自分もその中の一部であることを肌で感

じることのできる時間であった。 
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＜杉山橋上からスケッチした川の様子＞     ＜町学芸員による説明＞ 

 

②ＳＤＧｓを活用した授業研究 

ＳＤＧｓを授業で扱う取組は、令和元年度から始めている。令和元年度は、勝山市Ｅ

ＳＤ担当者研修会において、勝山中部中学校での実践を基に、北陸ＥＳＤ推進コンソー

シアムより池端弘久先生をお招きし、授業の事後検討会を開催した。令和２年度はさら

に、公開授業、授業研究会に北陸ＥＳＤコンソーシアムから多くの先生方にお越しいた

だいた。 

今回の授業で、ＳＤＧｓを活用する目的として、次のように述べている。 

ＳＤＧｓは、各ターゲットの内容が短い言葉とピクトグラムで表現されているため、

勝山市の施策をＳＤＧｓに置き換えることで、内容を具体的にイメージしやすくなる。

また、文章を読み取るのが苦手な生徒にとって、勝山市総合計画をそのまま読んで内容

を十分に把握するのは難しいが、ＳＤＧｓに置き換えることで勝山市が考える施策を大

まかに掴むことができる。ＳＤＧｓを効果的に取り入れることでイメージを共有しやす

くし、全員が学習に参加できるようにしたい。 

 勝山南部中学校では、ＳＤＧｓについて、社会科だけでなく総合的な学習の時間や技

術・家庭科、月に数回のＮＩＥの活動で継続して学習しており、８割程度の生徒はＳＤ

Ｇｓの基本的考え方やいくつかのターゲットを理解している。 

今回の授業では、地方財政が抱える課題を切り口に、勝山市の将来的な持続・発展の

ために必要な要素をＳＤＧｓのターゲットで示した。勝山市という一地域の問題が世界

共通の課題であるという普遍的な価値に気付かせ、より広がりを持った学びにつなげた

いという思いがあり、市の施策をイメージしやすくするため、「勝山市総合計画」の６

つの視点を、それぞれＳＤＧｓのターゲットに対応 

させて示したところから授業が始まった。さらに、 

「地方税」「国庫支出金」「地方交付税交付金」 

「地方債」の用語と意味、勝山市の財政資料をもと 

に作成したグラフを使い、地方財政の歳入の内訳を 

把握し、自主財源・依存財源と人口の関連性を考え 

た。そして、次の主発問について、活動が進んだ。 

 

勝山南部中学校３年社会科「地方自治と私たち「３ 地方財政の仕組みと課題」」 

日 時：１１月１９日(木)１３：３０～１６：３０ 

参加者：北陸 ESD 推進コンソーシアム、福井大学教職大学院、勝山市教育委員会、

勝山市役所から１４名 
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   【ひとりひとりが考えを持つ】      【グループの中で考えを共有する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【各グループの考えを共有する】        【教師によるまとめ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各班ごとの考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時のノート】 

これからの勝山市にとって一番重要な SDGs のターゲットを考えよう。 
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 授業後、研究主任と授業者に向けて、ＳＤＧｓ 

に特化した内容について、参観いただいた先生方 

との研究会を行った。ＳＤＧｓを活用し、考えを 

共有しまとめ上げていく姿がすばらしいという感 

想をいただいた。さらに、生徒たちが話をしてい 

く中で、自然と、「すべてが関連してつながって 

いくんだな」ということに気付けたことにＳＤＧｓ 

を活用する可能性を確認した。 

 しかし、社会科の目標として設定されていた 

「地方財政の仕組みと課題を知ること」について 

は達成に課題が残ることが指摘された。ＳＤＧｓ 

の可能性を生かすこと、教科の目標を達成するこ 

と、両方を実現するには、今後もさらなる教材研 

究が必要である。 

 参観いただいた先生方には、最後に、全体研究 

会においてグループ討議に加わっていただいた。 

若い先生方へＳＤＧｓ以外のことについてもご示 

唆いただく貴重な時間となった。 

 

 

終わりに 
これは、数年来実施している意識調査の結果である。小学３年生から中学３年生の児

童生徒に調査を始めた平成３０年と令和２年度を比較している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生の結果は、活動の継続の結果といえることからたいへん注目している。ほぼ

すべての項目において肯定的回答率の上昇という結果を得ることができた。中でも、

「今住んでいる地域に誇（ほこ）れるものがあるか」についての伸びが大きい。継続的

に地域についての学び進めてきた結果であり、地域を知ることによって、前述の勝山

市を題材とした教科学習が成り立つと考える。 

ＥＳＤに取り組み始めたころは、ＥＳＤの取組自体の持続可能性が課題であり、ユ

ネスコスクールへの加盟や市長部局をはじめとする諸団体との連携のもと取組んでき

た結果、持続可能性を保証するプログラムや組織作りが実現できていることを感じる。

今後も学校との連携や適切な評価をする機会を設けること等、学校教育活動の充実の

ために学校を支援する勝山市でありたい。 

Ｎ
ｏ

1 2 3 4 5 6

市全体 87.8 84.3 78.3 49.6 80.7 61.0 

小学校 92.6 93.2 84.2 63.4 87.8 68.1 

中学校 83.1 75.5 72.6 36.1 73.7 53.9 

市全体 92.2 88.8 79.2 50.6 84.2 66.3 

小学校 94.0 89.9 84.8 60.0 87.6 75.9 

中学校 89.9 88.7 72.2 38.9 79.9 54.3

地域についての意識調査
＜2学期末調査＞

肯定的回答「そう思う」「どちらかというとそう
思う」の回答率

質
問
内
容

あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
今
住
ん
で
い
る
地
域

が
好
き
で
す
か
。

あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
今
住
ん
で
い
る
地
域

に
誇
（
ほ
こ
）
れ
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
か
。

あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
今
住
ん
で
い
る
地
域

に
役
立
つ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
か
。

あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
参
加
で
、
今
住
ん
で

い
る
地
域
を
よ
り
住
み
や
す
い
よ
う
に
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。

あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
今
住
ん
で
い
る
地
域

の
行
事
な
ど
に
、
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と

思
い
ま
す
か
。

あ
な
た
は
、
将
来
も
ず
っ
と
今
の
地
域
に
住

ん
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
＊
大
き
く
福

井
県
と
い
う
と
ら
え
方
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

平成30年度
（２０１８）

令和2年度
（２０２０）
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